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GRENEプロジェクトで開発されたFMSによる飯舘村での放射性セシウム汚染土壌
の環境モニタリング
Environmental Monitoring of Soil contaminated by Radiocaesium in Iitate Village using
FMS developed in GRENE project
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福島第一原子力発電所から放出された放射性セシウムの多くは 5cm以内の表土に蓄積されている。そのため、日本政
府（農林水産省）は農地除染のための３つの工法（表土剥ぎ取り、代かき、反転耕）を推奨している。現場ではこの３つ
の工法のうち主に表土剥ぎ取りによる除染が行われ、汚染土を含むフレコンバッグが水田に山積になっている。しかし、
まだ汚染土の最終処分場は決まっていない。早期帰村と農業再生のためには、農家自身ができる除染方法を見つけるこ
とが緊急かつ重要な課題である。そこで、私たちは福島県飯舘村の水田で表土剥ぎ取り法と反転耕を組み合わせて、汚
染表土を埋設する現場実験に挑戦している。私たちは“丁寧に”汚染土を処理するこの工法を「までい工法」と命名し
た。現在、私たちはGRENEプロジェクトにおける農業研究用に開発した現地モニタリングシステム（ FMS）に土壌放
射線センサを取り付け、埋設した汚染土からの放射線量を監視している。降雨や灌漑による地下水の急速な変化にもか
かわらず、現時点で埋設汚染土からの放射性セシウムの漏洩は確認されていない。この発表では、GRENEプロジェクト
で開発した FMSの概要を説明すると共に、重要なグローバルデータの一つとして、福島における土壌放射線データベー
スの構築を提案したい。
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